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研究要旨  
狩猟肉による細菌性食中毒対策の基礎資料として、野生シカ・イノシシにおける食中

毒菌の保有状況を調査した。二年間にわたり通年採材し、各種病原細菌の分離を試み

た。志賀毒素産生大腸菌はシカ 19.9％、イノシシ 1.9％が保有し、ヒトにおいて重篤
な疾患の原因となる O157 および O26 も認められた。STEC の薬剤耐性は１株で認
められ、ストレプトマイシン／テトラサイクリン耐性であった。黄色ブドウ球菌は

18.6％、シカ 1.4％が保有したが、毒素産生およびメチシリン耐性は認められなかっ
た。好熱性カンピロバクターはシカ 5.2％、イノシシ 14.2％が保有し、人での食中毒
起因菌として最も重要な C. jejuni は認められなかった。サルモネラはいずれの動物
からも分離されなかった。狩猟肉から人への危害防止のため、糞便汚染防止策を初め

とした衛生管理の普及が必要である。 
 
A.研究目的  
	 一般的な食肉は、管理飼育された家畜が法令に

則り衛生的に加工されている。一方狩猟肉は、生

存中の健康状態が不明であり加工方法も様々で

ある。狩猟肉に由来する食中毒は国内外で報告さ

れており、細菌性食中毒も含まれている。狩猟肉

の微生物学的安全対策を確立するための基礎資

料として、野生シカ・イノシシにおける食中毒細

菌の保有状況を 2 年間にわたり通年調査した。
分離株の性状は、病原因子および世界的な問題と

なっている薬剤耐性を解析した。 
 
B.研究方法  
	 	 2014年 6月〜2016年 5月の二年間、鹿児島
県および山口県で狩猟捕獲された野生シカ 306
頭、イノシシ 211 頭の新鮮直腸便を採集した。
大腸菌、黄色ブドウ球菌、カンピロバクター、サ

ルモネラ分離は、各種増菌および選択培地を用い、

菌種の同定は質量分析法および生化学性状によ

り行った。 
	 	 志賀毒素産生大腸菌（STEC）は、Stx1 およ
び Stx2 遺伝子を PCR により検出し判定、Stx
型別は遺伝子解読により行った。接着因子の保有

は eaeA遺伝子を PCRにより検出し判定した。
O血清型は遺伝子型特異的 PCRにより決定した。
薬剤感受性試験は、農林水産省のウシ・ブタのモ

ニタリングに用いられている薬剤の中からアン

ピシリン、セファゾリン、セフォタキシム、スト

レプトマイシン、ゲンタマイシン、カナマイシン、

オキシテトラサイクリン、コリスチン、ナリジク

ス酸、シプロフロキサシンを対象に寒天平板希釈

法により行った。 
	 黄色ブドウ球菌は、エンテロトキシン産生を逆

受け身ラテックスにより確認し、メチシリン耐性

をディスク拡散法（セフォキシチンおよびオキサ

シリンに対する感受性試験）により確認した。 
 
C.研究結果  
	 前年度の通年採材において検体を得られなかっ

た時期があったため、同地域において再度通年採

材を行い、各地域の通年調査を完了した。 
	 STEC は、シカ 50 頭（保有率 16.3％）および
イノシシ 3頭（保有率 1.4％）から合計 64株分離
された。性状の異なる複数の株を保有する個体も

あった。各動物における月別保有率を表１および

２に示した。分離株の性状を表３に示した。0 抗
原型は、O11、O26、O54、O84、O113、O128、
O146、O156、O157の９血清遺伝子型に型別され
た。O146が最も多く、51.6%を占めた。O84を除
く全ての株が Stx2 を保有していた。O26, O157
の Stx型はそれぞれ Stx2a、および Stx2bまたは
Stx2cであり、これらの株は eaeAを保有していた。 
	 STEC の薬剤耐性は、ストレプトマイシンおよ
びテトラサイクリンへの耐性が 1 株で認められた。
耐性株のMIC（µg/mL）はストレプトマイシン（耐
性限界値：32µg/mL）で 32（µg/mL）、オキシテ
トラサイクリン(耐性限界値：16µg/mL)で 128
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（µg/mL）であり、耐性率は両薬剤ともに 1.5%で
あった。耐性株は、シカ由来の血清型 O113 であ
り、病原因子 stx1、stx2、eaeAを保有していた。 
	 黄色ブドウ球菌は、シカ 57頭（保有率 18.5％）、
イノシシ 3 頭（保有率 1.4％）分離された。各動
物における月別保有率を表４および５に示した。

薬剤感受性試験を行った 2014年 6月〜2015年 5
月に分離された 49株は全て、メチシリン耐性の指
標となるオキサシリンおよびセフォキシチンに対

して感受性であった。 
	 カンピロバクターは、シカ 16頭（5.2%）、イノ
シシ 30頭（14.2%）から分離された。各動物にお
ける月別保有率を表６および７に示した。イノシ

シからは C. coli、C. hyointestinalis、C. lanienae
が分離され、シカからは C. hyointestinalisのみ分
離された。 
	 サルモネラはいずれの動物からも分離されなか

った。 
 
D.考察  
	 	 狩猟肉として加工される野生シカ・イノシシ

が年間を通じて腸管内に食中毒細菌（STEC、黄
色ブドウ球菌、カンピロバクター）を保有した。

STECの０抗原型は、市販抗血清を用いた凝集反
応では判定が困難であったが、遺伝子型別 PCR
により判定することができた。O146が多くを占
め、人への危害が報告される多様な血清型が含ま

れた。O84を除く全ての株が Stx2を保有してお
り、人の重症感染例が報告される O157 および
O26 を含む株が接着因子を保有していた。薬剤
耐性株は少数であったが、存在することが確認さ

れた。人および家畜・家禽への影響を考慮し、継

続した調査により大型野生動物が保有する株の

耐性遺伝子および獲得機序を明らかにする必要

がある。 
	 	 野生動物におけるブドウ球菌の保有調査は、

鳥類および齧歯類が多く、大型野生動物について

は報告が少ない。海外では、野生シカおよびイノ

シシは黄色ブドウ球菌の保有率は高いが、耐性菌

の保有率は極めて低いことが報告されている。本

研究においてもメチシリン耐性株は認められな

かった。 
	 	 カンピロバクターによる食中毒において最も

多く検出される C. jejuniは分離されなかったが、
C. coli および人への感染が報告されている種が
分離された。人への主要な汚染源となる家禽・家

畜のカンピロバクター保有は、環境や野生動物に

由来することが示唆されており、本研究の分離株

はカンピロバクター伝播経路の推定に有用かも

しれない。 

	 	 本研究ではサルモネラは分離されなかったが、

国内外の様々な野生動物がサルモネラを保有す

ることが知られており、シカ・イノシシにおいて

も検出報告がある。分離されなかった理由として、

動物の生息地や分離試験方法の影響も考えられ、

野生シカ・イノシシがサルモネラを保菌しないと

は結論できない。野生動物が保有する病原体の継

続したモニタリングは、狩猟肉の消費拡大に伴う

危害対策として有用と考えられる。 
 
E.結論  
	 	 野生シカ・イノシシから狩猟時期にかかわら

ず、STEC、黄色ブドウ球菌、カンピロバクター
が分離された。STECにおいては、人への重大な
危害が予想される性状の分離株も認められた。少

数であるが薬剤耐性株が確認され、耐性遺伝子の

保有を含めた調査の継続が重要である。これら細

菌による人への危害防止のため、糞便汚染防止策

を初めとした衛生管理の普及が必要である。本研

究では経口感染する食中毒細菌を調査したが、他

の病原体の存在も当然考えられ、狩猟肉を喫食す

る消費者とともに加工に関わる人々の安全確保

が必要である。 
 
F.健康危機情報  
1) 糞便汚染防止策を初めとした衛生管理の普及
が必要である 
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に
お
け
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
保
有
率

 
 

 
１

月
 

２
月

 
３

月
 

４
月

 
５

月
 

６
月

 
７

月
 

８
月

 
９

月
 

１
０

月
 

１
１

月
 

１
２

月
 

山
口

 
1
st

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 

山
口

 
2
n
d
 

-
 

0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
9
.1

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
—

 

山
口

 
合

計
 

0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
5
.6

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 

鹿
児

島
 
1
st

 
3
3
.3

 
0
.0

 
1
2
.5

 
1
6
.7

 
0
.0

 
-
 

0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 

鹿
児

島
 
2
n
d
 

0
.0

 
0
.0

 
-
 

0
.0

 
1
2
.5

 
1
1
.1

 
0
.0

 
0
.0

 
3
3
.3

 
0
.0

 
1
8
.8

 
1
8
.5

 

鹿
児

島
 
合

計
 

1
3
.3

 
0
.0

 
1
2
.5

 
1
3
.3

 
5
.9

 
1
1
.1

 
0
.0

 
0
.0

 
1
2
.5

 
0
.0

 
1
5
.0

 
1
5
.6

 

—
：
披
検
サ
ン
プ
ル
な
し

 
 表
７
	 
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
お
け
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
保
有
率

 
 

 
１

月
 

２
月

 
３

月
 

４
月

 
５

月
 

６
月

 
７

月
 

８
月

 
９

月
 

１
０

月
 

１
１

月
 

１
２

月
 

山
口

 
1
st

 
5
5
.6

 
0
.0

 
2
5
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
-
 

2
5
.0

 
0
.0

 
1
0
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
2
5
.0

 

山
口

 
2
n
d
 

-
 

0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
-
 

0
.0

 
-
 

1
1
.1

 
0
.0

 
—

 

山
口

 
合

計
 

5
5
.6

 
0
.0

 
1
4
.3

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
2
5
.0

 
0
.0

 
1
0
0
.0

 
7
.7

 
0
.0

 
2
5
.0

 

鹿
児

島
 
1
st

 
5
.6

 
2
1
.4

 
0
.0

 
2
0
.0

 
0
.0

 
5
0
.0

 
-
 

0
.0

 
3
3
.3

 
0
.0

 
0
.0

 
1
8
.2

 

鹿
児

島
 
2
n
d
 

0
.0

 
0
.0

 
-
 

-
 

1
0
0
.0

 
6
2
.5

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
-
 

0
.0

 

鹿
児

島
 
合

計
 

3
.6

 
1
5
.8

 
0
.0

 
2
0
.0

 
5
0
.0

 
6
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
2
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
1
2
.5

 

−
：
披
検
サ
ン
プ
ル
な
し
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